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寺 田寅彦 



フランスの 絵 入 雑誌 を 見て いると、 モロッコ 地方の 

叛徒の 討伐に 関する 写真 二 ュ— スが 数々 掲載され てい 

る。 それらの 写真の 下に ある 説明の 文句 を 読んで 見る 

と 「モロッコ 地方ので acification のェ ピソ ー ド」 と 

云った ような 言葉が 使って ある。 直訳なら 「平和 化」 

で、 先ず 「平定」 とで も 訳す る 所で あろうが、 とに か 

く フランス 人らしい 巧妙な 措辞で ある。 r 誅戮」 「討 

伐」 「征伐」 「征討」 など と、 武張った どこかの 国の ジャ— 

ナ リストなら 書きたい 所であろう。 それ を 「平和 化」 



二 

夜、 丸の 内の 淋しい 町 を 歩いて いたと き、 子供 を 負 

みす ぼ たま い 

ぶった 見窄らしい 中年の 男に 亀 井戸 玉の 井までの 道 を 

聞かれ、 それが 電車で なく 徒歩で 行く の だと 聞いて 不 

審 をいだ き、 同情して みたり、 また 嘘つきの かたりで 

はない かと 疑ぐ つてみ たりした ことがあった。 そうし 

てんまつ 

て、 それに 関する いろいろの 空想 を 逞しく した 顚末を 

随筆に かいた ことがある。 ところが 最近の ある 晚 TS 

君が やはり 丸 ビル 附近で それと 全く 同じような 経験 を 

した、 と 云って 話した ところに よると、 やはり 同じよ 



うな 子供 を 背負って いたが、 しかし その 徒歩での 行 先 

は 亀 井戸ではなくて 吉 原の 裏の 方 だと 云った そうで あ 

る。 TS 君の その 話 を 聞いて 間 もない ある 夜の こと、 

工業 倶楽部の 近くの 辻で バス を 待って いると どこから 

ともなく 子供 を 負ぶ つ た 中年 男が 闇の 中から ひよ つ く 

り 現われて、 浅 草までの 道 を 聞く のであった。 前に 

逢った 場合と 同じように 無帽で、 同じような 五、 六 歳 

くらいと 思われる 男の子 を 背負つ ている が、 どうも 男 

の 顔形に ははつ きりした 見覚え はない ので、 前に 自分 

の 逢った のと 同人で あるか どうか、 何しろ 暗い のでよ 

く は 分からない。 とにかくこう なると せっかくの 最初 



幕末 ものの 映画 を その 組成 要素に 分解して みると、 

割合に 少数な エレメントで 大抵の 用 を 便じて いる こと 

が 分かる。 「密謀の 集会」 「大広間の 評定」 「道中の 行列」 

これに は 大抵 同じ 土手 や 昭和 国道が つかわれる。 「花 

柳 街の セット」 「宿屋の 帳場」 「河原の 剣劇」 「御寺の 前 

の 追 駆け」 「茶屋の 二階の 障子の 影法師」 それから …… _ 

それから また どの 映画に も 必ず 根気よ く 実に 根気よ く 

ぼうふら かばしら 

繰 返される 退屈な 立 廻りが、 どうも 孑 7 の 群 や 蚊柱の 

運動 を聨 想させる。 これ を 製作す る 監督、 また それ を 

享楽す る 映画 ファンの 忍耐 心の 強いの は 驚嘆すべき も 

ので ある。 そうして また、 あれ だけ 大勢が あれ だけ 多 



象徴 化された る 剣の 舞 を 見せたら どうかと 思う ので あ 

る。 その 方が まだし も 「芸術的な 退屈」 さで ある。 

(昭和 九 年 二月 『文体』) 
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